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1. 開会 

 
事務局： 定刻となりましたので、ただ今から、第

１７回むつ市総合教育会議、教育講演会、髙宮

敏郎氏講演会を始めさせていただきます。 

   本日は、市民の皆様と御一緒に講演会を聴講

していただくため、この模様は、YouTube むつ

市長の 62チャンネルでライブ配信をさせてい

ただいております。 

   本日の講師には、サピックス代ゼミグループ

共同代表、学校法人高宮学園代々木ゼミナール

副理事長髙宮敏郎氏をお迎えし、「教育改革の

ゆくえと子ども達に求められる力」と題して御

講演いただきます。 

   講演に入ります前に、むつ市総合教育会議議

長であります、むつ市長 宮下宗一郎より挨拶

がございます。 

   それでは、宮下市長お願いいたします。 

 

宮下市長： 市民の皆様こんばんは。この時間にで

すね、ライブ中継をすると、もういつものコロ

ナの会見かという風に思う方もいらっしゃるか

もしれませんが、今日は教育のお話をさせてい

ただきたいと思っています。総合教育会議とい

うものをむつ市は今やっておりまして、これ何

かと言うと、むつ市の教育の大きな方針、それ

から道しるべになる教育大綱というものを今作

っています。市長である私と、それから教育長、

教育委員会の教育委員の皆さんで構成した会議

で、今、この教育大綱を作っているということ

であります。 

 そういうことで、この新しい、五年ぶりにこ

れをさらに新しくするということで、この改革

をしている最中だということでございます。た

だ、こうして改革をするということなんですけ

れども、私たちだけでこうなんて言うんですか、

密室の中で、閉じこもって限られた知見で改革

と言っても、たかが知れているだろう、という

こともありまして、今回は全国でご活躍の教育

関係者の皆さま、高い知見をお持ちの皆様から

ご意見を伺いながら、このむつ市の今後進むべ

き教育の方向性を今検討している最中でありま

す。 

第１回目は学力向上の観点から、百マス計算

で有名な陰山先生のお話を伺いました。第２回

目はグローバル教育、それから人材育成として

の教育という観点から八戸学院大学の元学長さ

んで、インフィニティ国際学院理事長の大谷先

生からお話をお伺いしました。今日第３回目と

いうことで、日本の大手予備校の一つである

代々木ゼミナール、普段は我々代ゼミ代ゼミと

呼ばせてもらっていますけども、代ゼミさんの

副理事長であります髙宮敏郎様を迎えて、教育

改革の行方と子供達に求められる力と題して、

受験を取り巻く環境の変化や大学入試から逆算

して子供達に今求められている力についてご講

演をいただく予定となっております。むつ市内

で大学を目指している子供達、それから保護者

の皆さん、さらには学校関係者という意味では

もう必見の内容となっておりますので、どうぞ

お楽しみにしていただければと思います。６０

分程度ご講演いただいた後に、私どもとディス

カッションも行う予定ですのでよろしくお願い

いたします。髙宮先生、今日よろしくお願いい

たします。 

 

事務局： 出席者紹介 
     （市長ほか） 

 

事務局： それでは、講演に移らせていただきます。 

   本日の講師であります、髙宮敏郎氏をご紹介

いたします。 

   髙宮(たかみや)先生は、1974 年、東京に生

まれ、慶應義塾大学経済学部卒業後、三菱ＵＦ

Ｊ信託銀行の前身であります三菱信託銀行に入

社しました。 

2000 年 4月、祖父が興した学校法人高宮学

園に入職され、その年の 9月からアメリカ合衆
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国ペンシルベニア大学に留学され、2005 年教

育学博士号を取得され、2009 年からは現職に

就かれました。 

   ほかに、サピックス小学部などを展開する株

式会社日本入試センター代表取締役副社長、オ

ンライン英会話スクールを運営する株式会社ベ

ストティーチャー代表取締役社長などを兼職さ

れております。 

   また、むつ市において実施されております「ま

さかり高校」事業にも御協力いただいておりま

す。 

   本日は、｢教育改革のゆくえと子ども達に求

められる力」との演題でご講演いただきます。 

   それでは、髙宮先生よろしくお願いします。 

 

2. 講演 
 

   はい。ただ今ご紹介いただきました髙宮でご

ざいます。今日は貴重な機会をいただきまして

本当にありがとうございます。お話の前に、ま

ず今回延期になってしまった災害に対しまして

ここよりお見舞いを申し上げます。一日も早く

ですね。ご復興されることをご記念申し上げる

と共に、この貴重な機会をいただきました宮下

市長様に本音を申し上げてそしてご視聴の皆様

に感謝申し上げたいなという風に思います。 

   今日は６０分時間をいただきまして、あの

色々お話ししたいことがあってスライドが９０

枚ほどになってしまいまして、ちょっと駆け足

になってしまうかもしれませんけど、最後まで

お付き合いをいただければなという風に思いま

す。 

   教育改革の行方という風に自らタイトルを付

けたんですけども、この教育を語る難しさとい

うのがございまして、一つは科学的視点でお話

しできればと思っています。 

 簡単に、科学は何かと言うとですね、因果関

係を証明することではないかなっていう風に思

っています。こうだからこうなる。原因がこう

なので結果としてこうなる。ところが教育の場

合は要素が多くてこの因果関係が複雑なので、

科学的に証明解明するのが難しい。そして数字

で評価をするのが難しい分野なんだろうなとい

う風に思っています。学力テストの点数あるい

は経済的な価値に置き換えるということが非常

にやりづらいことなのかなという風に思ってい

ます。そして教育の効果というのは、非常に長

く継続しますので、これもまた計測の仕方が難

しくなっているんだろうなという風に思います。

そして、もう一つ比較実験をして因果関係を表

明するというのはよくある手法なんですが、こ

れを教育で実施するのは非常に難しい。同じよ

うなグループを二つ作って、こちらにはＡのグ

ループにはこうする、Ｂのグループにはこうす

る。で、場合によってＡの方が効果的だという

ことがある程度予想されてるような時に、Ｂに

はそれを与えないで、Ａにだけ与えるというの

が倫理的に許されるのか？ということで、生徒

子供達を対象にした実験というのは非常に組み

立てが難しい。こういう事情があって科学的に

この教育を語るという難しさがございます。も

う一つ、人にまつわる部分で、これを赤裸々に

今日語ることがいいのか？どうか？迷ったんで

すけれども、率直にお話をさせていただければ

なという風に思います。一つは政治的にプレッ

シャーがかかる、何かあると政治家の皆様から

色々言われるということが起こりやすい分野だ

という風に理解をしています。そして、厄介な

のが、有識者の一家言ということで皆さま教育

には一言思いがあるで、改めてちょっと辞書で

一家言引いてみましたけども、後者のですね形

式のある意見まあこれを期待して有識者の皆様

に教育を語っていただくんですがややもすると

その人独特の主張論説、え？そしてそれが個人

の経験に基づく場合が多くて、これを集約する

のが非常に難しいというところがございます。

そして、実はこの一家言持っているのが有識者

だけではなくて、言ってしまえば全ての大人が

教育を受けあるいは保護者として教育に携わる、
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経験を持つことがある。そうすると一億総教育

評論家、批判家、誰もが何か言ってやりたいっ

て。こういう中で教育を語る難しさがあるのか

なという風に思っています。そして、さらに話

がややこしいのがコミュニティー、セグメント

という言い方をしてもいいかもしれないですが、

それによってですね教育の考え方が全然違って

くると。そして、それぞれのコミュニティーの

中には同調圧力がかかりやすいという問題がご

ざいます。例えば、家族での会話でみんなこう

いうところに行ってるのよ、こういうところや

ってるのよ。ややもするとそのみんなというの

は三人だったり、インフルエンサーの一人が言

ってるだけというケースもございます。まあこ

ういう難しさの中で教育改革を語らなければい

けないということで、最初から言い訳じみたお

話になるんですが、なるべく客観的なお話をし

たい。普段心がけておりますがどうしても個人

の経験に裏打ちされたある種のバイアス、ある

いはま塾予備校経営してる立場からのポジショ

ントークがあるということをあの許しをいただ

ければなという風に思います。個人的な経験が

やはり教育を語る上で非常に大きな要素になり

ますので、ちょっとですね脱線しつつえ自己紹

介あるいはお仕事の話を先にさせていただけれ

ばなという風に思います。全体としてはこうい

う流れで進めてまいります。 

   ご紹介いただきましたように１９７４年昭和

４９年の生まれでございまして、団塊ジュニア

という世代になります。団塊ジュニアというの

は親世代が団塊世代。この世代は一学年が２７

０万人前後おりました。そして、その子供達の

世代が１９７１年から７４年で２００万人を超

える世代でございます。そこから少子化が進ん

できているということは皆さまご案内の通りだ

と思います。直近のですね、子どもたちの出生

数見ますと、２０２０年で８４万人ということ

で、我々の世代はえ２００万人いるんですが、

生まれてくる子供達はあその４割ぐらいだとい

うことで、非常に大きな構造的な変化が起こっ

ているということがお分かりいただけるんじゃ

ないかなという風に思います。 

   祖父が予備校を起こしたんですけれども、私

自身は実は大学受験をしておりませんで中学受

験で慶応の付属小の方に入りまして、そのまま

入学試験なく、高校大学進学をしてまいりまし

た。そして。平成９年１９９７年に三菱信託銀

行に入りまして、こちらには３年ほど居りまし

た。ソフト、代ゼミの創業者はソフトですね。

仕事したいなということで三年目代ゼミに入っ

たんですけれども、すぐに留学をしてこいとい

う鶴の一声でアメリカのペンシルバニア大学と

いうところに留学をいたしました。こちらで教

育学の中にあるんですね大学経営学という分野

でえ修士号、博士号というものをいただいてお

ります。このペンシルバニア大学というのは、

慶応とですね、ちょっと似ているところがあり

まして、実学重視というところがあるのと、実

業家だったベンジャミンフランクリンが創立者

なんですけれども、アメリカの１００ドル札こ

ちらの肖像になっておりまして、まあ一万円札

の肖像画福沢諭吉と似てるところがあるかなと

思っております。ベンジャミンフランクリンの

残した言葉で、教育が一番良い投資なんだと、

そんな言葉も残して。 

   アメリカというとですね、日本がテスト社会

なのに比べて、そういう圧力が弱いんじゃない

かとえイメージ持たれる方が多いんですけれど

も、アメリカも結構なテスト社会ってあります。

高校進学、特に私立の高校に進むためにはＳＳ

ＡＴという試験がありますし、大学には二つ大

きな統一テスト、ＳＡＴそしてＡＣＴというテ

ストがあります。大学院に行くための統一テス

トとしてはＧＲＥ、それからビジネススクール

であればＧＭＡＴ、法科大学院であればＬＳＡ

Ｔ、メディカルスクールであるはＭＣＡＴとい

うものがございます。実は、私、このテストを

使ったビジネスの研究で論文を書いておりまし

て、留学してから３年目４年目こちらの方に没

頭しておりました。そういう意味で色々なテス
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トについて詳しくなったつもりなんですが、あ

る時大学の本屋さんで棚を見ていたらですね、

見たことのないテストを見つけてしまったんで

すね。ＣＡＴというテストでございました。こ

れって何のテストなんか見たことないぞ、と今

までの研究に何か穴があったのかな、大変不安

になって、その本を手に取ったところ猫の写真

集でございまして、かなりリサーチ研究に消耗

してですね、キャットと見てそれがテストに見

えてしまう、そんな時代でございました。まあ

何とかかんとか卒業博士論文調べまして、ロク

ターの方をいただいたという経歴でございます。

その後色々な役職をいただきまして、学校法人、

予備校運営しております学校法人の副理事長あ

るいは塾を経営している会社の役員等を務めて

おりまして、対外的にはグループの共同代表と

いうことでお仕事をさせていただいております。

普段はですねえ今日もこの有益な駅前のビルに

おるんですが、そちらで執務しておりまして、

実は三角形の敷地に五角形のビルが載っており

まして、ちょっと不思議な形をしてるんですが

やはり塾予備校の本部でございますので、子供

達の合格のためにビルの形も五角形とこのギャ

グは多分一度もこれまで受けたことがないので

ＹｏｕＴｕｂｅの向こう側で失笑が漏れている

んじゃないかな？という風に思っております。

いつもこの建物にいるわけではなくてえなるべ

く全国の学校そして海外の学校を回ってですね、

現場のお話を聞きたいなという風に心掛けてお

ります。今年そして昨年は新型コロナウイルス

の関係でですね、なかなか訪問の件数は食えな

かったんですが、２０１９年には海外を含めま

して１８０を超える高校の方をお邪魔をさせて

いただきました。その中で田名部高校には五月

お邪魔をさせていただきました。日帰りで東京

からですねお邪魔をしてなかなかの行軍だった

んですが、市長にもお会いさせていただいて、

大変良い経験をさせていただきました。それか

らプライベートでは子供が３人おりまして、上

の子供達は９歳男女の双子でございまして、昨

年１月に次男の方が生まれたということでござ

います。それからもう一つ大事な家族がおりま

してえ？柴犬の源太っていうものがおります。

大変気が荒くてですね、私しか散歩に連れて行

くことができないので、今日もこれから書いて

ですね散歩に連れていこうかなという風に思っ

ております。それから私のパートナーは、今グ

ループの方で国際教育事業部の責任者をしてお

ります。略歴書いておりますけれども実は外交

官の娘でございまして、２０年余り海外で生活

をしております。１歳の誕生日はパキスタンで

迎えて、日本の教育は一年しか受けていないと。

そして、それぞれの国で学事の暦が違うので気

が付いたら二年早く大学を卒業するということ

が非常に変わったキャリアを積んでおります。

外資系のコンサルティング、それから金融機関

におりまして、結果的に教育関係の仕事を就い

てもらっているということでございます。やは

りこれだけですねあの私と教育バックグラウン

ドが違いますといろいろ発見がございます。２

０１４年ですかね、軽井沢に新しくインターナ

ショナルスクールができるということでその話

を聞いて家に帰って今度こういう新しい学校で

きるような話をしました。そのインターナショ

ナルスクール、実は一学年八十人と聞きまして、

私にとっては非常に小っちゃい学校だなと。慶

応高校実は十八クラスありまして、大体１学年

の８２０～８３０人。それはもちろんスタンダ

ードな大きさだとは思わなかったんですが、そ

れにしても８０人は小っちゃいだろうと。その

話を家に帰ってきたんですが、家内はですね、

世界中のインターナショナルスクール通ってお

りまして、１学年１クラスは当たり前だと１０

人１５人の学校なんていくらでもあるよ。８０

人それは大きいねえ。そんな話は家でございま

した。１学年８０人こういう事実に変わりはな

いんですが、見方によってそれがとても小さく

見え、とても大きく見える。そんなことが日常

茶飯事起こっておりますそういう意味で、今日

のお話の大きなテーマの一つになりますが、多
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様性、色々な視点があるというのは大事なんだ

ろうな。そんなことを思っております。そして、

グループの沿革でございますが、私の祖父が１

９５７年に代々木ゼミナールを創立をいたしま

して、大きなポイントとしては、８９年ですか

ね？衛星を使った代ゼミサテライト授業という

ものをスタートしました。近年ＥｄＴｅｃｈと

いうことがよく言われますが、テクノロジーを

使ってどう教育に生かしていくかということな

んですが、我々としてはそういったものの先駆

けという風に自負をしております。そして、そ

の衛生授業を始めた頃に別の創業者たちが、サ

ピックスという塾を創立をいたしまして、その

サピックスという代々木ゼミナールが２００９

年からグループ化をしてきたということでござ

います。様々なビジネスを展開してまいりまし

たけれども、改めて振り返ると教育のニーズが

非常に多様化をしてきている。それに対応して

きた年月かなという風に思っております。その

教育ニーズの多様化というのは色々な準備が早

く早く始まる、低学年化ということと、グロー

バル化が進んでいる、この二点かなという風に

思っております。そして、合わせてＩＣＴをど

う使っていくかということで、さまざまなもの

を展開してまいりました。２０２１年はそのオ

ンライン系のお話が並んでおります。この中で

新しく色々なことにチャレンジをするという中

でデジタルラボを解説し、これまで対面だけで

行っていた塾の授業をオンラインで配校する。

そして、代ゼミもこれまで映像授業は配信して

おりましたが、自宅で完結する新しいオンライ

ンコースっていうものを開校しました。やむを

得ずスタートしたという部分はありますが、も

しかしたら地域格差そういったものの是正のお

役にも立てるんじゃないかなってそんな可能性

も感じているところでございます。グループと

しては幼児教室から高卒先までお預かりを誘っ

ていただいているところでございます。一方の

代々木ゼミナールが中核のブランドでございま

して、私の祖父がよくこんなことを申しており

ました。予備校の講師というのは色々な役割が

あるんだと。そういった理事長自身も教育者で

あり経営者だったなという風に思っております。

実は彼はアカデミックな世界に進みたかったん

ですが、家庭の事情で神主になりましたえーそ

ういった経験がまあ戦後代ゼミをを創立するき

っかけになった訳ですけども、そこにはあの学

問への憧れと子供達への愛情があったのではな

いかなという風に思っております。さらに、彼

は新しいもの好きでございまして、衛生を１９

８９年、大きなパラボラアンテナを使って配信

を始めました。畳２０条あるですね非常に大き

なものでございまして、それを同時に８チャン

ネル控え室にもよりますけれども、こういった

テレビ局と同じ仕組みを使って、各代ゼミの校

舎に配信をしております。当時はですね、大教

室の授業を大教室で見てもらうという仕組みで

ございました。ここはどんどんどんどん発達し

てまして、オンデマンドで個別で見る、こうい

ったことはこう世間でも非常に浸透してきたの

ではないかなという風に思いますし、今はさら

にそれが自宅でも見ることができるということ

でございます。こうやって写真を並べるだけで

この三十年の技術の進化というのがご実感いた

だけるんではないかないう風に思います。 

   さて、元東大総長の濱田先生が、教育の本質

は多様性である。そんなお話をされてらっしゃ

いました。そのお話を聞いた直後にですね、私

共の顧問の養老猛司先生が濱田総長そんなこと

言ったんですよねっていうことを言ったらです

ね養老先生ちょっとクスッと笑って、いやそれ

って生物の本質は多様性と言ってるのは同じだ

よねえ。そんなことをおっしゃってました。そ

ういう意味で私共の本質も多様性、バラエティ

豊かな講師陣が授業をする。それを色々な形で

生徒達が楽しむというところからという風に思

っております。ところで、代々木ゼミナール地

名ですけど、代々木という木があるかな。実は

明治神宮の中にございまして、大きな大きなも

みの木と、この大きな木が代々この地にあった
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ということで、代々木という風に言われており

ます。 

（画面上で）これが明治神宮上空から撮った写

真でございまして、実は矢印の下に私共の代ゼ

ミ校舎がというものがございます。実はですね、

明治神宮の森は伊勢神宮、日光東照宮とは少し

異なっておりまして、照葉樹だ、自然の生態系

を再現するような形で植えられております。そ

ういう意味では秋には母が色づいて落ちるとい

うのが明治神宮の特徴でございまして、永遠の

森というコンセプトがございます。そして大事

なのは、いっウジングや日光東照宮に象徴され

る経緯はなくて、多様性、そういったことを我々

体現していきたいなという風に思っています。

そういう意味で私ネクタイ、今日もそうですけ

ども代ゼミカラーのネクタイを毎日しておりま

す。これ私のクローゼットの中なんですけども

赤いネクタイだらけという言葉がございます。

ただ赤いネクタイでは都合もございまして、お

葬式に赤いネクタイという訳に行きませんので

え一少ない冠婚葬祭用のネクタイと一本だけで

すねえ謝罪会見用のネクタイを思っております。

もし私が青いネクタイをしているところを見か

けましたら、何かやってしまったんだなと同情

していただければという風に思います。 

   で、このグループの中で今まさかり高校お手

伝いをさせていただいております。あの鉞高校

については常に色々聞き及びかもしれませんけ

どもえ？地域の学力向上えそしてし不足を解消

しようという目的がございます。特にですね地

域に必要な人材はその地域で育てる。そういう

観点から医学部学科あるいは東大のような難関

大学を目指す、地元の高校生を支援するプロジ

ェクトでございます。まさまり高校の名前の由

来はですね、まさに下北半島がまさかりのよう

な形をしておりまして、高校生の故郷に対する

愛着、醸成したいという風にお聞きをしており

ます。我々私どもが今どういう形でご支援をし

ているかというと、２０１７年八月から授業の

方をスタートしておりまして、今年からは年に

三回講習会を実証させていただいております。

それから東京にいらっしゃった際にはですね、

代ゼミから先程の明治神宮の隣の校舎に来てい

ただいております。それからコロナ禍では、オ

ンライン見て、授業を継続させていただいてお

ります。授業はこんな感じですね。非常に子供

達集中して授業を受けていただいているのがお

分かりいただけるんではないかなという風に思

います。で。その成果としてこのプロジェクト

にご参加いただいた生徒さんが現役でまずは国

立大学の医学部医学科に合格をし、昨年度につ

きましては東京大学理科Ⅱ類に大塚さんが合格

をいたしました。田名部高校から３０年ぶりの

東大合格ということで、まさかり高校というこ

とで、記事の方がウェブサイトに掲載されてお

りますので是非ご一読いただければなという風

に思います。右側の写真ですね、市長の方に挨

拶に行ってくす玉割ったところになっておりま

す。３０年ぶりに東大合格というのはですね、

ご本人の努力もそうなんですが、あの学校側と

しても大変大きなことではなかったかなという

風に思います。例えば東京の開成のような進学

校であれば、校内の模擬試験でまあ大体ライン

にいれば東大に分かるだろうなま先輩はこの時

期にこういう勉強してたからあ自分もそういう

時期になったらそうやろうえ？そういう形で東

大に対してですね色々な物差しがあるんですが、

３０年ぶりの合格ということになると恐らくご

指導されている先生方え東大に合格した生徒さ

んを主導する経験というのはま？ほとんどなん

かまあそういう中で手探りでの指導があったん

じゃないかなという風に思いますまあそういう

ところにですね私共応援させていただいたとい

うのは大変嬉しく思っております。やはり、首

都圏の塾を展開して私が言うのはなんですけれ

ども東京大学にはそういう首都圏の進学校から

の合格者が増えておりまして、大学はもうそれ

に対して危機感を持っております。是非ですね

多くの地方の公立高校出身の皆様にも東大にい

ただきたいなとえそんな思いを持っているとこ
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ろでございます。 

   さて、いよいよ本題の高大接続改革でござい

ますが、当初はですね教育改革の行方ちょっと

表に出ているものでお話をしようと思ったんで

すけどもえこの五年ほどですね、非常に近くで

この改革を見ていて色々疑問に思うことがござ

いましたえ、何でこんな風になってしまったの

かなえそれを皆様と共有することでえ！改革に

あたってはこういうところに気を付けた方がい

いというところを共有したいなという風に思っ

ております。元々高大連携改革はかなりですね

大掛かりなお話としてスタートしました。当時

の文部科学大臣に下村さんは日経新聞のインタ

ビューの中で、単に今ある共通一次試験それか

らセンター試験の改革ではないんだ。明治以来

の知識偏重暗記型教育抜本的に改革するんだ。

そんな旗を振りました。ただし、話の進み方は

非常に船頭が多くてえ難しいところがありまし

たね。元々は教育再生実行会議というところで

提言がされ、それを文部科学省が受け取って今

度は中央教育審議会に諮問し、そこから答申を

今度は有識者会議で、そこを練っていると。こ

れだけ船頭が多いとですね、どこに責任の所在

があるので非常に分かりにくい。そんな印象が

ございます。オリンピックが国であったりと、

都であったり、事務局であったり色々な組織が

ありましたけども、それに少し似たところがご

ざいました。元々ですね、去年から始まりまし

た新テストにつきましては、大学入学希望者学

力評価テストという名前がございまして、三本

柱が三つございました。まず、一発勝負がいけ

ないから、複数回実証しようじゃないか。そし

て、今のセンター試験、それからその前の共通

一次試験っていうのは知識偏重だと。ついては

５教科５科目、総合型で思考力を測るんだ。そ

んな話が出ました。それから、マーク式がいけ

ないんだ。もっと書かせなさい。そういうこと

が指摘されました。で、実はこの三つは、矛盾

を抱えておりまして、文部科学省の担当者に直

接お聞きした時に認めてらっしゃいました。例

えばですね、複数回を実施をするためには違う

母集団で違う試験をやってでも同じようなスコ

アを出さなきゃいけない。そうすると項目反応

理論というそれぞれの設問の正答率に合わせて

問題を変えていくというようなことが必要にな

って、理想的にはコンピューターを使った試験

というものが必要になります。一方で五教科５

科目の新しいテストをやれば蓄積した正答率の

データがない。いうことで、複数回実施と矛盾

してしまう。そして、記述式になると○か×と

いう採点であればいいですが、部分点をつけて

しまうと項目反応理論が使えなくなってしまう

ということで、この三本柱同時にやるのは難し

い。という風に分析をしておりました。文部科

学省の担当者の方にお聞きをしたら、その通り

だ。矛盾あるんだ。ただ色んな関係者がいて、

色んなことを言うからとりあえず入れてあるん

だ。こういうことをおっしゃられてました。た

だ、当時のメディア、振り返るとですね、これ

が矛盾があって同時にはできないものだという

風には捉えておりませんで、実現は難しいだろ

うけどもやるやると言ってますよね。当時そう

いう論調でございました。こういう矛盾点に続

いておりましたので、その後の改革の中でも我々

としてはできるだけ、これはできるんですかと

いうことを繰り返し繰り返し文部科学省大学に

センターの方にお話をしてまいりましたけども

お考えていこうに進むああいうのが平易ですね

ございますで実は今年イベントで別の文部科学

省の担当者とお話をする機会があり、高大連携

改革っていうのは大学からやってほしいという

話でもなかったし高校の現場から出た話でもな

いですよね。直火でぶつけてみました。それに

対するその官僚のお答えはそうなんですよ。政

治なんですよ。反対すると反対意見を言うと左

遷されちゃうんで何も言えないです。というこ

とで今回の体格を省内ではインパール作戦と呼

んでいますというお話がございました。オリン

ピックの開催に当たってもかなり強硬に進んで

いくということで、インパール作戦も同じ構図
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がありました。じゃ、インパール作戦、ここは

ちょっと長くなってしまうので、被害が非常に

大きかった無謀の作戦ということでリスペクト

させていただきたいなと思うのですが、その中

でそう言うものがあった日本軍の戦略の策定に

ございます。このインパール作戦もこれはあの

対話に反対する人たちも何を行っても無理だこ

ういう空気に包まれてしまうという。激論がな

されても、無理という空気によって決められて

しまうということがありましたで、このインパ

ール作戦、今回の高大連携改革の共通点多々ご

ざいましたのでまとめてみました。批判的な意

見の排除ということでインパール作戦の時は作

戦に反対した指揮官参謀は更迭をされておりま

す。さらに、現実を無視した作戦ということで、

まあ当時の日本陸軍、補給を軽視をするという

ことで、例えば荷物を積んだ家畜を必要して食

べればいいじゃないかと、そんな無理の作戦を

考えていたと言われています。それからうまく

いかなかった場合の不足事態が起こった場合の

プランがなかった。とにかくプランＡでやりき

ると。更にうまくいかなくなった時の中止の決

定が遅れて被害が大きくなった。そして上層部

は特にこの責任を取らなかったという風に言わ

れております。更に大きな犠牲を払ったわりに

は戦況に対する影響は非常に小さかった。戦略

が乏しかったという風に言われております。じ

ゃ、例えば今回の高大接続改革英語の四技能を

評価しよう、そして記述問題を導入しようとい

う時に、ただ共通点があります。まず批判的な

意見の排除ということで、高大接続システム会

議の中には、東大のですねテスト理論の専門家

がいて非常に分かりやすくその理論を意見を上

げられたんですが、これ一切無視して進んだと

いう事実がございます。更にですね、インパー

ル作戦のように現実を無視したということで、

試験会場がまだ決まっていない四技能試験を使

うという風に発表されたり、まだ実装されてな

い人工知能で採点すればいいじゃないかとか、

最後採点員が足りなくなるという話になった時

は、退職した教授を使えばいいじゃないかと、

色々と現実を無視した方法が繰り出されました。

更にうまくいかなかった時にどうするというこ

とは一切検討されずに、とにかくやるんだとい

うことで突き進んだ。更にですね、四技能試験

の見送りは第一の身の丈発言を受けた後の批判

を受けてですね、英語の成績提供システムとい

うこの四技能試験を使うためのシステムの申し

込み当日その朝に発表されたということがござ

いました。高校の先生方は生徒たちから申込書

を取りまとめえ間違いがないか確認し、さあ持

っていこうというところで中止になったという

ことがございました。今回のもろもろの技能評

価それから記述式問題の撤回に関して誰が責任

を取って辞任したということはございません。

明瞭な責任の取り方なのかなという風に思いま

す。さらにですね、もしやったとして、あの限

られた実用の記述式問題で思考力が計れたかど

うかは疑問ということで意義もあまりなかった

んじゃないかなという風に思っています。 

実はこのインパール作戦というのはあまり教

科書に取り上げられることはございません。高

校の日本史世界史では出来事間の因果関係、あ

るいはその後の歴史に与えた影響を重視します。

そういう意味で戦況の転換点になったミッドウ

ェー海戦あるいは本土空襲のきっかけとなった

サイパン島との陥落についてと比較した場合に、

このインパール作戦は影響がなかったので取り

上げられない。実際過去２０年間で大学の入試

で取り上げられるということはございません。

教科書についても一冊のみに記載があると。で

インパール作戦の教科書に乗らなかったように、

今回の改革の失敗もこのまま行くと歴史から消

し去られるんではないかなということで、非常

に心配をしております。なぜこういう風に高大

接続改革がうまくいかないのか。１つのヒント

は、ストール大学の刈谷先生の言葉にやろうか

なという風に思います。ここでは入試の改革で

はなくて、大学改革についてのコメントでござ

いますが、えーご紹介をしたいなという風に思
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います。こういった改革がうまくいかないのは、

明治以来の現実ルールよりも理念が先行する演

繹政策志向によるものだ。キャッチフレーズそ

れを下していくだけで現場を無視しているんで

はないかという指摘でございます。これは元々

日本の近代化の出発点に遡るんだと。現実を丁

寧に見てそこから見た事実から何かで引っ張り

出す機能的な思考をするではなくて、先にある

海外の制度理念を抽象的に理解して翻訳解釈

で日本に適用してきた。抽象的な理念から現実

に下ろして演繹と現実から抽象化する機能の行

ったり来たりをするというのが社会的科学の考

え方なんだけど、そうではなかった。法学部の

卒業で国土交通省にいらっしゃった市長さんの

前でこの話をするのは大変恐縮なんですが、カ

リヤ先生の言葉を借りると法学的思考を基礎と

した日本型寛容先に根差した思考様式が良くな

いなという指摘でございます。 

さらに文部科学省の問題としては、竹内先生

の指摘がございます。なぜ教育改革は失敗する

のかという文書の中で、文部官僚は他の行政官

僚と比べると専門技術に対する知識の基盤が弱

いと。専門的な理論武装して色々な圧力に跳ね

返すことができないなという風に言っておりま

す。例えば、財務省経済産業省は、経済学を理

論で人を説得するんだけれども、そういう意味

ではなかなか素人が口を挟めない。ところが、

先程申し上げたように教育は誰でも経験があっ

て物が言える。それに対する議論が非常に貧弱

だ。こんな視点がございます。そういう意味で

は、これから色々な改革進んでいくと思います

けども、是非現実に即した、キャッチフレーズ

に振り回さない改革というのが必要になってく

るんじゃないかなという風に思っております。 

   それではちょっと東京大学のお話をしていき

たいなという風に思います。その前に、今日本

の進学率がどうなっているかおさらいをしてい

きたいなという風に思います。まず、高校への

進学率ですけども、通信制に在籍する生徒さん

が増えているというのは最近の記事にもなって

おりますが、それも含めますと男性で９８．７％

女性で９９．０％ということで、ほぼ１００パ

ーセント近く、高校に進学しているという状況

でございます。１９５０年代はですね、女性の

方が低かったんですが、１９６９年に逆転をし、

それからは、わずかながらですが女性の方が高

校の進学率は高くなります。一方４年制大学に

つきましては進学率が男性で約５７．７、女性

で５９．９ということで女性も５０パーセント

を超えております。男女差のピークは実は１９

７５年でございまして、この時は２８．３パー

セントの差がございました。それが徐々に徐々

に縮まっていって今６．８パーセントぐらいま

で縮んでいるということでございます。この差

が大きかった頃の選択肢として女性の場合短大

を選ぶ二年制の大学を選ぶという方がたくさん

いらっしゃいましたけれども、実は１９９４年

１４．９パーセントをピークにここは下がり出

しているということで、現在男女ともに四年制

大学の方に５０パーセントを、超える人たちが

進学をしているという状況でございます。しか

しながら、東大はその女性の比率が低いという

ことで、浜田総長が在任時に多様な学生の構成

を実現したいということ、２０２０年までに女

子学生比率を３０パーセントにしたいと、２０

１０年に策定をいたしました。しかしながら、

２０１９年の学部入学史、上野千鶴子先生が現

代に関わるお話で話題になりましたけれども、

その中で女性の比率が２割の壁を越えていない

と指摘をされました。実際経過を見ますと、な

かなか１７．４パーセント、２０１９年一番高

いところでもすぐ１９．８パーセントというこ

とで２割の壁を抜くことが出来ませんでした。

しかし、今年ようやくですね過去最多２１．１

パーセントということで、過去最高になったと

いうことでございます。 

   さて、ちょっとお話変わるんですが大学ラン

キングというのが非常に注目されております。

東大が何位になったかということで、よく記事

になるんですが、２０１２年から１５年までは
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アジアの一位、全体では２３位だったんですが、

その後順位が下がっておりまして、アジアの一

位ではなくなっております。今年はですね、順

位を一つ上げて３５位、１位のオックスフォー

ド大学からキングスカレッジロンドンまで国別

にですね、まずこそをカウントしてみました。

そうするとですね、アメリカが全体の五十七パ

ーセント、２位のイギリスは７７パーセントと

いうことで、４分の３はアメリカとイギリスの

大学ということでございます。アジアは、中国

から３校、シンガポールから１校入っておりま

して、東大はアジアで５位ということになって

おります。このランキングはですね、色々批判

がございます。教育のクオリティ、研究をです

ね数値化して並べることに意味があるのかとい

うことで、私も留学中にですね、実は博士論文

でこのランキングを研究したい。指導教授に行

った時に反対をされたという経緯がございます。

アカデミックス、学問の世界にいる人たちから

非常に評判がある。そのことを、２０１９年の

週刊文春の中で、一番の池上さんと当時京大の

総長だったら山極さんが対談をしていて、この

ランキングというのはイギリスの教育ビジネス

戦略なんだ、こんなことをおっしゃられて、授

業料の話がこのランキングには含まれてないと。

そういう意味では日本は授業料安くていい教育

をしていい勉強してると、こういうことをおっ

しゃって。実際このランキングは研究教育論文

引用等があるんですが、授業料の高い安いとい

うのはポイントになってない、ということでご

ざいます。イギリスってなかなかしたたかだな

あと思うんですね。このタイムズハイヤーエデ

ュケーション、イギリスの出版社なんですけど

も、最初はですね、アメリカの大学を１位にし

ているんです。ところが実は２０１７年からえ

今年も含めて５年連続イギリスの大学がトップ

になるということで、いきなりイギリスをトッ

プにすると色々言われるので、こんな策を弄し

たのかな。そんな風に思っている。さて、この

ランキングで東大より女性比率が低い大学がい

くつあるか、東大２０パーセントちょっとです

けども、それより低い大学がトップ３５大学に

幾つあるか数えてみましょう。一番低いスイス

の大学でも３０パーセントということで、東大

が３０パーセントを目標にしていますけれども、

すでに多くのトップの大学ではそのレベルでは

ないということでございます。３４大学の内、

実は２１大学が女性比率が半分以上ということ

で、これが世界の常識になっているということ

は知っておく必要があるのかなという風に思い

ます。あの日本の常識が世界では非常識。先程

申し上げた私の家の中でそれを実感することが

多々あるんですが、視野を広げる違う視点から

日本を見るということが必要なんだろうなと。

そんな風に思っています。ちなみにですねこの

大学ランキングでは男女比という言い方にはな

っていません。女性の方が頭に来る。そんなレ

ーシュン。そんな比率になってるんですが、ア

ジアで先程日本の大学は５位だと申し上げまし

たけども、じゃあ他のアジアの大学はどうなの

か？何となく文化圏が似ているので男性の比率

が高いんじゃないから思っておりましたけども、

香港大学は女性が５４パーセント、シンガポー

ルはフィフティフィフティ。北京大学でも４６

パーセントということで、これが世界の常識に

なってる。ということを、是非皆様と共有して

おきたいなという風に思っています。 

   そういう意味で、まさかり高校を通じてです

ね、東大の多様性に少しでも貢献できているん

じゃないかなという風に思っております。これ

は東大の歴代総長並べておるんですが、全員男

性。これ当たり前のように見えますが、ハーバ

ード大学あるいは私が卒業したペンシルベニア

大学はもう女性の総長おります。そういう意味

ではこの男性ラベルが並んでいるというのは世

界から見たら、なかなか違和感があるところで

ございます。それから東北出身の総長は佐々木

剛先生がいらっしゃるんですが、その後は富山

高校そして最近は武蔵、麻生ということで、私

立の学校が続いております。小宮山先生が象徴
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になっているんですけども、卒業した六十三年

というのは、都立の学校の合格者が非常に多い

時期でございました。そして濱田先生は６８年

の灘のご卒業ですが、この年は実は灘が東大の

合格者の数を日比谷を抜いてトップになった年

でございます。そういう意味で、影の力ではな

いですが、卒業生がたくさんいる高校からまあ

総長が選ばれているということを考えると、首

都圏一極集中に今なってる東大の合格者という

のを変えていかないと、地方の目線、多様性が

失われていくんではないかなと心配をしており

ます。 

ちなみに今回の総長選挙の二次候補者は、開

成、麻布、学芸大ということでやはりその当時

東大の合格者が多いというところでございます。

決して皆さんが何か偏ったお考えをお持ちだと

いう風には思いませんけれども、どうしても、

似た環境の中で育った仲間としている中で色々

なバランスが欠けるんじゃないかなということ

を心配している。 

じゃあなんで多様性が大事なのか。個人的に

も視点が違うところが世界が違って見えるとい

うことを実感しておりますし、それを研究とし

て実証されてる方がいらっしゃいます。色々な

視点が違うことが問題解決予測に役に立つ。特

に課題が複雑な成熟な社会では、その多様性が

問題解決に大きく貢献をする。課題が単純であ

れば、どうやって解決するんだと話し合うまで

もなく手掛けてしまえばいいんですが、複雑に

絡み合う問題では色々な視点から考えた方がい

いということでございます。ただし見え方が違

う、考え方が違う、その中で一つの解決策を出

していくためには、それぞれから論理的な話を

して、コミュニケーションを取って答えに至る。

そういう意味では、コスト、時間、手間は掛か

ります。そういうことを惜しまないでやるとい

うことと、論理的に考えてそれを伝え合うえそ

して新たな答えを導きだす。そういう力がこれ

から必要になるだろうなという風に思います。

ちなみに、今までペーパーテストを中心に行っ

ていた東京大学は、２０１６年から推薦入試を

スタートしております。今後ペーパーテストが

なくなっていくのか、あるいは推薦入試のよう

な様々な尺度から生徒を通っていくのか。この

辺は皆さんと議論していきたいなとそんな風に

考えてます。 

   さて、教育を取り巻く環境一つの変化はテク

ノロジーということで、ＧＩＧＡスクールで一

人一台端末を持ってということが現実のものに

なってまいりました。実はアメリカでは非常に

テクノロジーを使った教育が進んでおります。

先程ボーディングスクール留学のビジネスを私

どももスタートしてるんですが、色々学校にお

邪魔する機会がございました。タブレット電子

黒板を使って授業をやったり、生徒たちは一人

一人がタブレットを使って授業を受ける。こん

なサイエンスなどなんかにお金をかけておりま

す。あの見ていただくとお気づきかと思うんで

すけどアメリカの学校って教室の雰囲気がそれ

ぞれ全然違うんですよね。日本の学校であれば

教室一つのデザインがあるんですが、非常に教

室のデザインそのものの多様性がございますの

で、多くの学校プライベートの学校にはですね

こういうラボ、３Ｄプリンタ、３Ｄカッターが

置いてあったりしますで、こういったものを使

ってですね、実際に色んなものを作ったりしま

す。お気づきでしょうかね？これ左の奥にある

のは実は戦艦大和の模型でございまして、なぜ

ここにこれがあるのかは謎なんですが、実際に

手を動かしてやっていると。これは高専の生徒

さんなんていうのがよく参加される、ロボット

の大会ですね。そういったものに参加をしてい

る子どもたちの様子です。こういうところもで

すね。アメリカのレベルが高い学校ほどこうい

うロボットコンテストも強いという傾向がござ

います。これある学校のラボにストリーム書い

ておりまして何かなと思ったんですけども、よ

く日本でもＳＴＥＭ教育ということが言われま

す。そこにアースを加えなければいけないので、

ＳＴＥＡＭで、そこに今はロボティクス、ロボ
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ットも入れなきゃいけないということでＳＴＲ

ＥＡＭということが言われるようになっている。

これ西海岸の学校なんですが、非常に大きな、

こういうロボットを作ったり、場合によっては

ですね、飛行機。これ、模型じゃないんですね。

人が乗って飛べる飛行機を自作しております。

この学校ではこれが２機目だそうでございまし

て。１機目は売れたと言っておりました。高校

生の作った飛行機に乗るとか買うとかってのは、

なかなか日本ではイメージしかないんですけど

もそういったダイナミックなアメリカの教育の

現場はあります。 

なんでアメリカの学校がこうやって色々なこ

とをやらせてるのかな？疑問だったんですが、

ある時ふと気付いたことがございます。テクノ

ロジーとの出会いがイノベーションの源泉にな

るんではないか。これ世代論なんですけれども、

よく日本では７６世代という風に言われます。

あのよくメディアなんかにも出ていらっしゃる

皆さん今四十代の半ばでございます。これ私、

非常に実感がありまして、１９７４年生まれな

んですけども、就職活動の時は葉書を書いて、

企業に送って資料が届くということをやってお

りましたが、もしかしたらこの人達はそうでは

ないんじゃないかなという風に思っております。 

先輩方を見ると５５世代、スティーブジョブ

ズから始まってですね、本当に有名な世界を変

えるようなイノベーションを起こした人たちは、

フェイスブックのマークザッカーバーグなど８

６世代がいるんですが、各世代何があるか。そ

れぞれ高校大学の時に新しい技術と出会って、

パソコンであったり我々の世代だったり、ウイ

ンドウズ９５です。私は学生時代ウインドウズ

９５を使わずに就職活動ができて、就職しまし

たけども恐らく２年下の学年はインターネット

を使った就職活動が始まっていたのではないか

なという風に思っておりますし、マークザッカ

ーバーグの世代であれば学生時代にアイフォン

手にすることができた。若い時にこういう技術

でいじっていたものがやっぱイノベーションに

つながるということではないかなという風に思

っておりまして、是非日本の教育現場でも何か

色々なものが触れる、それはオンラインで何か

に没頭するというよりは、実際に手を動かして

何かもう課題解決をするということが大事なん

じゃないかな？っていう風に思っておりますえ

ーさて大学のランキングの高いえ？高校では

色々なテクノロジーを使っているというアメリ

カの言動をお伝えしましたけど一方で中等教育

には様々な課題があるという風に言われていま

すえアメリカの子供のどのぐらいの比率が軍隊

に入るレベルに達していないえいうものでござ

いまして、例えば高校卒業しない前科があるし

ていてもお基礎的なテストができない実は四分

の三が該当するということで安全保障の観点か

らこれ非常に大きな問題になっています。同じ

記事からですねアメリカが雇用を喪失して競争

力情報面で戦うために何が必要か。それが今は

十分ではないのでしっかりやらなければいけな

い。いかがですかね、科学、数学、工学。そう

いう意味ではステムというものにこうやって何

が大事か。日本でも注目されているプログラミ

ングなのか、読解力なのか、いやいや倫理道徳

なのか。実はこの十年前のレポートでは、基礎

的な読解力が大事だということを言っておりま

す。実はこれ当時私、読んで意味があまりよく

分からなかったんですが、あるプロジェクトを

通じてその大事であるということに今気付きま

した。実は新井紀子先生という人工知能の研究

者が国立情報研究所で開発をしている基礎的な

読む力を測るです。リーディングスキルテスト

というものを開発をして、私共も問題の作文、

あるいは試験会場のご提供でお手伝いをさせて

いただいております。このプロジェクトはなぜ

始まったかと言うと、実は前身のプロジェクト

がございまして、人工知能で東大の入試問題が

解けるかというプロジェクトでございます。セ

ンター試験でいい点数を取って、今年ぐらいに

はま東大合格させるのが目標でした。私共の模

試を受けていただいたんですが、どうもこれが
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難しいということが分かってまいりました。な

んで難しいか。今のＡＩ技術では、東大合格難

しい不可能か。読めない。読解力をあげるのが

難しいので、一旦諦めました。一方で難関の私

大、有名私大。そういう意味では日本の高校生

の平均よりは上のところでは合格できそうだ。

読めない東ロボくんは、それでも日本の高校生

よりいい点数を取れるということは、もしかし

て日本の子供達が読めていないんじゃないか、

そういうところからこのリーディングスキルテ

ストというものを開発をいたしました。ちなみ

にですね、英語苦手だと。読めないということ

だったんですが、センター試験レベルだと合格

点が取れるということが分かってまいりました。

で、国語についても英語についてもテキストの

データが少ないので、なかなかスコアが伸びな

いということだったんですが、世界中の中等教

育の英語のテキストというデータベースがアク

セスできるようになって、それをＡＩに読み込

ませたら急激に点数が伸びた。少なくても選択

式の問題では解けるところまで行ったというこ

とがございます。そういう意味では、日本の大

学入試センターの英語の試験、何か受験英語と

批判されることもありますけれども、そういう

意味は世界の中等教育における英語と同じレベ

ルだということが、ここから言えるんではない

かなとそんな風に思っています。じゃこのリー

ディングスキルテスト、どんなテストなのか。

これもう公表されている問題なので、ご覧にな

られてる方もいらっしゃるかもしれませんけれ

ども、仏教は東南アジア、東アジア、キリスト

教はヨロッパ、南北アメリカ、オセアニア、イ

スラム教は北アフリカ西アジア、中央アジア、

東南アジアに主に広がってる。オセアニアに広

がっているのは何何であると。これ耳で聞くと

ですね情報量が多いので今なかなか難しい問題

かもしれませんけれども、紙に書いてあって鉛

筆でこうやってスラッシュを入れていけば、さ

ほど難しい問題ではないのかなと思っていたん

ですが、正解のキリスト教を選べた子供達は半

分しかいなくて、実は仏教を選んでる子達が三

分の一以上だということで、なぜ読めないのか、

非常に話題になりまして、仏教問題という風に

呼んでおります。係り受けすら理解できていな

いって、そんなことがまた分かってきた。そん

なテストでございます。今は主に企業様にご採

用いただくケースが多いんですが、最近では自

治体からのお問い合わせも増えているというの

が実情でございます。お話を聞くとですね、例

えば今回のワクチン接種に関わる厚生労働省か

らの手続きの処理が非常に分かりにくかったと。

実は、各自治体の職員の皆さんが読めてないん

じゃないかとこういう危機感を持たれた首長の

皆さんからお問い合わせがあったという風に聞

いておりますけれども、読めないと仕事ができ

ない、読めないと一人で勉強ができない。仕事

がどんどんどんどん新しくなっていく中で、読

むというのが一番の基本になるということで、

これからの子供達にこの読む力というのが求め

られていくんだろうな。そんな風に思います。

そもそも教育って何だろうなと改めて皆さんも

考えてみたいなという風に思っております。ブ

リタニカの百科事典で、教育の定義、たくさん

ございます。この中で皆様がそうだなあと思う

定義ございますでしょうか。教え育てること、

知識技術を教え授けること、などなどなどでご

ざいます。これ保護者の目線でもしかして行政、

学校の先生の立場で違って見えるかもしれない

ですが、教育エデュケーション、エデュケート。

語源はラテン語だそうでございまして、接頭語

のＥ、ＥＸと同じ外へ、そしてこの真ん中の部

分ですね、こちらは導くという意味でえ？合わ

せて外に導く、中にあるものを外に導き出すこ

れが教育だという風に言われております。しか

しながら、教育基本法に定められた教育の目的

は、またちょっと違う観点で捉えられておりま

す。実は明治時代にですね、教育をどういう風

に表現をするかということで初代文部大臣の森

有礼と福沢諭吉がやり合ったと風に聞いており

ます。で、この初代文部大臣の森有礼が言って
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いる教育というのは、どちらかと言うと今の基

本法に伝わるものがあるんですけれども、福沢

諭吉は子供達の才能を引っ張り出すことなので

それは教育ではなくて発育とすべきだと。こん

な風に言っておりました。この観点は今後の教

育改革の中で改めて見直されてもいいのかなと

いう風に思っております。で、先程出てきた京

大の総長だった柳谷先生とユニクロの柳井さん

の対談の中で面白いコメントがございました。

人間は何々しないから動物と違って進歩した。

人間は動物よりも親離れが遅いので辛抱したの

か、人間は群れるんだけども動物と違って人間

は群れないから動物と違って進歩するのか、そ

れとも諦めないから進歩したのか。実は正解は

諦めないでございまして、生物学的にはこの諦

めないってのは結構厄介なのか。俺らチンパン

ジーは駄目なそれを受け入れると。その方が本

来は効率的なんです。柳井さんがそれでは進歩

できないですよね、と、言ったところ、だから

こそ進歩ができたんだと。世の中予想できない

ことが起こるんだから、それに対して諦めない

人がいたから進歩できたということを言われて

おります。今の教育改革は将来はこうなるんじ

ゃないか、だから今こういうものが必要なんじ

ゃないかという議論をしるんですけども、果た

してそのアプローチいいのかな。こういうのは

思うところがあるところでございます。このあ

と山極先生にお会いをしてお話をする機会があ

ったんですが、動物と人間の教育の差というこ

とをお聞きをしました。動物の中で教育的なこ

とをするのは、肉食動物と猛禽類、鷲とか鷹で

すね。こういった動物、鳥は子供達に物の取り

方を教えてあげる。例えば先に捕まえて弱らせ

たものを持ってきて、それをとる練習から始め

る。取り方を学ばないと子孫が育っていかない

ので。まあそういうことです。しかしながらで

すね、それをやるのはメスだけだそうでござい

まして、雄はそういうことをしない。限られた

動物、肉食動物、それから猛禽類のメスが子供

達にそういうことを教えない。人間が違うのは

ですねえ子離れ、乳離れしてから一人立ちする

まで非常に時間がかかる。その期間に一緒のコ

ミュニティにいる人たちが色々なことを教えな

いといけないということで、人間は教育ができ

たというお話でございます。そういった生物学

的な人間の進化についても改めて見直していく

べきではないかなという風に思います。 

   最後、よくスクールに行きますと、コンフォ

ートゾーン、快適なところから飛び出せという

ことが言われます。普段と同じコンフォート、

楽なところに居心地のいいところにいるとなか

なか伸びないそこから出てチャレンジをするこ

とで、成長する。ただし、あまりストレスをか

けてしまうとそれはパニックゾーンになるので、

こういった学校ではいかに子供達を少しストレ

スのかかった状態に置くかということが大事だ

ということのようでございます。日々仕事の中

でも自分としては、こういったことを意識して、

新しいことにチャレンジしたいなという風に思

っております。代々木ゼミナールの日どころ決

戦、受験生に対する言葉な訳ですけれども、仕

事の中では日々新しいことに挑戦しよう、そん

なことを思いながら仕事をしているところでご

ざいます。 

   以上、駆け足になってしまいましたけれども、

私のお話いったんこちらで終わりにしたいなと

いう風に思います。ご清聴ありがとうございま

した。 

 

3. ディスカッション 
 

事務局： それでは、ディスカッションに移らせて

いただきます。 

   このあとの進行は、むつ市総合教育会議議長

であります宮下宗一郎むつ市長にお願いしたい

と存じます。宮下市長お願いいたします。 

 

宮下市長： 髙宮さん大変勉強になり、ありがとう

ございました。 
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私自身、今の話を受けて考えいていたのは、

レッドゾーンに常にいるなという気持ちがある

のと、演繹型政策思考そのものでやってきてい

る気がして。ただ、最近は現場とか実際に政策

が動くときというのは、やっぱりダメで、いろ

んな人の意見を聞いて、実際の政策に出来たか

どうかがうまくいくかどうかの鍵になる。今回

コロナの事でも私自身痛感しているところです。

髙宮さんの話からすると劣等生ですが、唯一同

じ事がありまして、謝罪会見用のネクタイを私

も持っています。そういう立場なのかなと思っ

て、お話楽しく聞かせていただきました。あり

がとうございます。 

   私の方から１つ質問してみようと思っていて、

質問の内容しては、試験学力を身につけさせる

というのが、基本的には、代々木ゼミナールの

大きな柱だと思っています。試験学力を身につ

けることによって得られる多様性のある子ども

達の未来、これをどう評価されているのかとい

うことをお話しいただきたい。 

   その前に私がこの(市長の)立場になって、む

つ市の教育を見たときに、思っていることを少

し話させていただきます。 

   第一に、昨日もそうだったんですが、むつ工

業高校のボート部の子が全国で５位になったと

いうことで、表敬してくれたんです。体もかっ

こよく、爽やかで、ボートに真摯に向き合って、

その結果として全国で上位になって。私その話

を聞いて本当に感動しました。でも、そういう

子ども達は１年を通じて何人もむつ市長表敬訪

問に来るんです。ところが、勉強ですごい成績

を摂った子というのは１人も来たことがない。

それは必ずしも、みんなが成績良くないという

ことではなくて、１つには地域全体でそういう

子ども達をどう育てるかという視点があまりに

も欠けている気がします。全国どこでもそうな

のかもしれません。そういう部分がいつも疑問

に思っているところです。 

   もう１つは、地域課題はたくさんありますが、

今現状課題を解決する担い手の一人としてもち

ろん市長がいるんですが、今出来ることしか出

来ないんです。将来にわたって地域の課題を解

決したいときに解決するのは、子ども達しか居

なくて、たとえば、いま、医師不足という課題

があるとすれば、地域からドクターたくさん輩

出するしかないんです。私が出来ることは、医

師を招聘したりとか病院のネットワークをうま

く活用して様々な遠隔医療を進めるとかが出来

ても、根本的に解決できるのは子ども達しかい

ない。一次産業のこれからの隆盛のことでもそ

うだと私は思っています。地域の課題を解決す

るためには、長期的に考えれば、子ども達しか

いない。 

   ３つ目の疑問は、多様性を認めない教育とい

うか、そういうことがむつだけではないですが、

当たり前に３０年間繰り返し行われている。何

かといえば、教科書開いて、板書して、それを

写させて。今は、タブレット導入しているなど、

多少変わりましたが、自分が授業を受けたとき

と同じようなことをやり続けいています。いま

の、世の中って１００％という答えがない時代

で、答えみんなで捜しましょうってなっている

時に、そういうことをやり続けることが、果た

して教育として意味があるんだろうか、という

思いがすごくあって、新しい教育大綱というの

は、しっかりとした形で、皆さんの意見を踏ま

えながら、現場がしっかりワークするように作

っていきたいという思いがあります。 

   今日の議論の中でも根幹だと思いますが、教

育というのは、子ども達の多様性を保証するも

の。将来にわたって保証するもののであってほ

しいと思うし、その結果として、むつ市、下北、

青森県、日本が発展する礎になるものだと理解

しています。 

   そういう意見を踏まえながら、試験学力を身

につける事によって得られる多様性ある未来、

これをどのように評価しているかについて、お

話しいただけますでしょうか。 

 

髙宮氏： 実は来週同じテーマで、お話をしな
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ければならないです。受験と多様性の両立

というテーマです。外資系の金融機関の保

育園のママ友さんから、声をかけられまし

て、外資系の金融機関でお仕事されている

皆さん、インターナショナルスクールに入

れてみたりなど、いろんな事にチャレンジ

するんですが、受験の教育に戻っていて、

受験勉強が多様性を削っていくんではない

かという中で、私に声をかけていただいて。

日経新聞とのイベントの中で記者さんの方

から多様性が大事といいつつ、受験産業と

いうのはどうなのかと言われているのが事

実で、今、その答えを模索しているところ

で、教育機関としての学校と塾との差は、

予備校というのは、限られた時間の中で結

果を出すということで、試験対応というこ

とがメインになっていくというのはそのと

おりと思っています。 

   教育の話をした時、先ほどサイエンス、

因果関係を突き詰めてやりましょうと話し

たのと、もうひとつ、エンジニアリング。

限られたリソースをどう配分するかが大事

です。そういう意味で日本の教育は今課題

が浮き彫りになっていますが、一方で、限

られたお金と人の中では、一定のレベルを

維持することが出来たという意味では、評

価されるべきだったんだろうなと思います。

これから教育改革をしていく中で、教育に

いくらかけられるんだと。かけられる人と

予算の中でどういう結果を出したいんだ。

そのためには、どういう形がベストかとい

う議論をしないといけないだろうと思って

います。 

   高大接続改革は、上から理念の話をして

きましたけれど、それに対してお金の話は

サイバーサイドで出てきて、記述式を入れ

る、リスニングを入れる、そうしたら資金

量を当然量らなければならないが、資金量

の話は出てこなかった。例えば、記述式を

採点するには、１台いくらかかるが、それ

に対してこういうデータが取れる。ならば

これだけお金をかけましょうと話はついて

こない。そういう意味で、教育の分野でお

金の話をするのはタブー視されてきました。

そこは避けて通れないことなんだなという

風に思っています。 

   試験学力については、批判をいただく事

も多いですし、大学の関係者からも受験対

策しないでほしいと言われるのも事実です

が、それでも基礎的なことをしっかり身に

つけるというのは、大事なことだと思って

います。基礎的な力、計算する力、漢字の

力が土台になって次のステップに進んでい

くので、それなしに、タブレット与えて、

何でも情報を取れるよ。だから、覚えなく

て良いんだよ。というのは危険なことでは

ないかなという風に思っています。自分の

中で体系的なものを持っている事が大事に

なるんじゃないかと風に思っているところ

です。 

 

宮下市長： 子ども達にしても、親にしても、強

がらないんです。いま、因数分解勉強して、

それがなぜ自分の多様性に将来につながるん

だ。例えば、４大文明を勉強して、インドは

ヒンズー教で、イスラムはイスラム教で、キ

リスト教はこの辺で興って、大体どれ位前で

と勉強しても、それが、自分の将来につなが

るのというイメージがわかない。言い過ぎか

もしれませんが、勉強する意味というのが中々

見いだせなくて、勉強が好きになるとか、勉

強する方向に行かない。その点については、

代ゼミの講師というのは、５つくらい芸者と

か役者とかあって、私も先生方の話を聞いて

いると、すごく良く、勉強以上にその学問と

しての数学とか国語とか英語に興味が湧いて

くることがあるんですけれど、そういうこと

を含めてどういう風に考えていらっしゃいま

すか。 

 



第 17 回むつ市総合教育会議議事録 

 

 
- 18 - 

髙宮氏： 古き良き、昭和の浪人文化みたいなと

ころがあって、子ども達の背伸びをしたい、

そういう教養的なものの香りを嗅ぎたいとい

うことども達に対して、高校の教育を超えた

話を予備校の講師が話をして、それが非常に

受けて、勉強のモチベーションにつながって

というのは、常時よく聞きましたし、××な

人たちも郷愁を覚えるというのはあると思い

ます。確かに世間の風潮としては、そういう

話を喜ばずに、「それって試験に出ないです

よね。」「どうやれば良いんですか。」とい

うのが風潮としてはあります。保護者もそう

いう傾向が強くなっていて、答えをすぐ欲し

がる。先ほど、グループの中で幼児教育から

大学受験までと言う話を申し上げましたが、

幼児でやっている算数の基礎になるものって、

常に１００に出さないこと。例えば掛け算が

出来るようになるとか、九九を覚えるように

なるとかではない、算数的な考え方の基本に

なることをやっている。例えば、ヤカンを見

て、こっちから見たらこう見えて、むこうか

ら見たらどう見えるんだろうね。最初はそれ

を見てもらう。それから、向こう側に回らな

くてもそれがイメージできるようになれる様

にコツコツやっているんですけれど、これっ

て保護者の立場からするとすぐに数値に表れ

る結果にならないので、「何でそんなことや

っているんですか。」となりやすいんです。

将来役に立つんですよって話を講演会でやっ

て終わって質問に保護者がいらっしゃった時

に、「何をすれば良いんですか。」となって、

子ども達も保護者達もすぐに答えが出るもの、

すぐに点数が上がるものを欲しがる風潮はあ

るんだと思います。 

 そこは、教育ビジネスをやっている立場で言う

と、そのニーズにも応える。本来の教育的な

ところも応えていかなければならないという

ことで、バランスは難しい。 

 もう一つ具体的な話をしますと、昔の予備校の

テキストって、答えを渡さなかったんです。

授業の中で説明するので、答え付いていなか

ったんです。子ども達答え欲しいと言わない

んです。結果的に答え配るようになたのは１

５年くらい前ですね。本当は答え配らずに、

授業聞いて、その中で解決してもらいたいん

ですけど、それだと不満な子ども達がいるの

で、４回に１回まとめて渡していたのかな。

そんな感じになっていたんですが、知的耐久

力というんですかね、問題があって、すぐに

答えが分からないとモヤモヤするんじゃない

ですか。子育てもそうだと思うんです。これ

でいいのかなってモヤモヤしながら毎日暮ら

していくんですけど、それが不安だから塾に

行って授業料払っているのよって言われると

そこまでになるんですが、親もすぐに答えを

知りたいし、子ども達のその傾向があるんで

すが、そこを我慢できる力が付いていくと、

社会に出た時に良いんじゃないかって思って

いるんです。 

 

宮下市長： 授業の中での工夫とか、システム

として勉強に向かう仕組みを作っていらっ

しゃるというのを肌で感じていまして、こ

のノウハウをどこまでという部分がありま

すけれど、私たちとしても参考にさせてい

ただきたいと思います。 

   今日、むつ市の教育委員の皆さんにも来

ていただいておりますので、それぞれから、

コメントや質問を承りたいと思います。 

   まず、田中委員お願いいたします。 

 

田中委員： はい。あの本日は本当に興味深い話と

して、多方面からですねあの息を大きく今度は

現場できましてよく心から感謝しております私

あの実はあの読みで習うという言葉を聞くとで

すね高校二年生の時に今から大体４８年ぐらい

前なんですけども、夏期講習に行きました。そ

れはあの田名部高校というのは先程の高校なん

ですが、そこからあの家のおじさんおばさん達

がですね、あの色々大学とかで経験したことで、
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とにかく外を見てこいと言われて、何も知らな

い中で東京に夏休みに行って連日３８、３９度

という大っきいと思う体験して大変なところだ

なと思いながら夏期講習を受けた記憶がござい

ます。これは多分その私に外を見てこないと分

からないよという風なことで私を行かせたんだ

と思います。そこで勉強してこいという意味で

はなかったんです。その後結論としては浪人し

ようと思ったんですけども。それでですね先程

の多様性についてなんですけども、教育のニー

ズ低年齢化グローバル化に対してということで、

家庭環境に対して私は非常に重要なアプローチ

をする必要があるのではないかと思います。私

がおじさん達にとにかくそれを見てこいという

ようにこれから先その子供達を教育する場合に

家庭環境、親御さん達にその低年齢化とかです

ねグローバル化をうまく説明していって、そし

てその流れに載せなければ、そのある年齢以上

になってしまうと手遅れになってしまう気がす

るんです。そのためにどのような教育環境の中

であの指導していけばいいかというのをお聞か

せていただければと思いますよろしくお願いし

ます。 
 

髙宮氏： ありがとうございます。あのインターネ

ットで色々情報が取れるようになってもやっぱ

りそこに行かないと学べないということはある

と思いますし、あのそういう世界があるんだよ

ということを子供達に伝えていくというのはと

ても大事なことかなと思っています。 制度的

な話で言うとですね、大学を地方にもたくさん

作ってなるべく地元で高等教育で受けられるよ

うにしようというのが実は文部行政でございま

して、ある県から外にでなければいけない比率

っていうのがどんどん下がっています。外に出

て大学高等教育を受けるというピークがバブル

の頃と重なるんですね。当時は先程の団塊世代

の話ではないんですけども、子供の数も多かっ

たので浪人しなきゃいけないとか東京に出てく

るあるいは大都市に出なきゃいけないというこ

とだったんですけども、文科省としては一生懸

命地元でもそういうことができるように推し進

めていった。ところがある時期に内向けだと、

外に出たがらないっていう風に話が変わっちゃ

ったんですよ。恐らくえっと教育大を出られた

先生なんか学校の先生になりその地元しか知ら

ない方が増えてくると、東京に行ってあるいは

大都市に行って勉強プラス何かを経験するとい

うことの価値を伝えられなくなってくる。かつ

今、定員に合わせた子どもの数になってくると

わざわざ行かなくてもいいんじゃないか。イン

ターネットでも事足りちゃうんじゃないかって

いうことで、その同じコミュニティ内向きのコ

ミュニティの再生産ということが起こりつつあ

るんじゃないかなという風に思っていて、そう

いう意味で出ていくことの価値というのをやっ

ぱり伝えていく必要っていうのはあるのかなと

いう風には思っております。質問の趣旨と違っ

たのかもしれないですが、先程の我々の海外進

学のところにご相談に来られる方が、やっぱり

何かしら海外と知ってていうのがあった方が、

その良さを子供達にもさらに伝えたいという気

持ちが多くて、外を知るともっとその外を知り

たくなるみたいなことを、どういろいろなご家

庭で作れるかっていうのは課題かなという風に

思ってます。そこに今度、経済的な話が入って

くると、なかなかこう、私共だけでは解決しき

れない部分があるんですが、やっぱり外を見る

ともっと見たくなるっていうものをこうシステ

ム化、こう大きく作れればいいかなという風に

思います。 

 

田中委員： はい、ありがとうございました。確か

にあの田舎にいますとですね、行くだけの交通

費を考えてもなかなか現実に現実的ではないと

いうこともありますので、まその辺はサテライ

トいうこともあると思うので、色んな形でです

ね、ご家庭にそういう情報を届けるというシス

テムを作る必要もあるのかなという風に感じま

したどうもありがとうました。 
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宮下市長： ありがとうございました。じゃあ黒

木委員お願いします。 

 

黒木委員： 長時間どうもありがとうございました

お疲れ様です。 

   黒木と申しますよろしくお願いします。えっ

と質問というよりちょっと感想を幾つかなんで

すけれども。先程のその保護者が、さっさと答

えを欲しがるとかっていうのが非常に象徴的だ

なと思うんですけど、結局もうその保護者であ

るところの大人がまるばつ教育の成れの果てに

なってるんで、思考力滑った転んだっていう話

がほとんど意味あんのかっていうまあ絶望的な

感想をちょっと一つ持ちました。そもそも高大

接続でしたっけ、いわゆる大学入学試験改革で、

改革っていうのはすごく耳障りがいいっていう

か甘やかさな言葉なんで言えばその下村某とか、

そう言った人が何かいい感じになるんですよ

ね？いい気分に。だけど本来改革っていうから

には行き先が決まってなきゃいけないはずで、

その行き先が実はよく分からないんですよね。

要するに行き先がどこにあるかによって、それ

に対して手段が決まるので、要は合目的な手段

選択が必要になってくると思うんです。もしそ

れが思考力を付けるということならば、それに

応じた手段が選択されるべきだし、創造性をつ

けるっていうんだったらそれっていう風にこう

決まるはずなのに、行き先が全く、要は改革の

目的が全くはっきりしてないんで、一番子供が

迷惑してるだよなっていう風には思います。さ

もありなんだと思ったのはやっぱり基礎物価い

力の話がアメリカの教育に付随して出てきまし

たけど、今日本でもその何ですか、ピサとかっ

ていうテストの結果を受けて読解力がえーと世

界二十番目とかぐらいに落ちちゃっていて日本

の子供の読解力が非常にこう低下しているとい

うことが問題になっているらしく、そこをどう

にかしようという風になって！いるらしいんで

すけども、結局それって国語能力なんじゃない

のっていう風に思うんですね。先ほどの問題で、

オセアニアは何？宗教的には何宗かっていう、

ある意味問題に書いてある訳じゃないですか。

それも読み取れないっていうは、要するに国語

能力が異常に下がっているということなんで。

それに対して現実の文科省が主導する教育が全

くそれを目指していないというか、ここの時間

増えていったっけ、英語とかなんか増やしちゃ

ってよく分かんない国語を強化してる感じじゃ

ないぞっていうのが、前々から思っていた通り

だなっていう、正直な感想を持ちました。それ

とＳＴＥＭ、ＳＴＲＥＡＭっていう話がアメリ

カの教育で出てきて、全くその通りだなと思う

んですけど。私ちょっとこれ質問なんですけど、

ちょうど大学に入った頃にコンピュータってい

う授業科目があって、そこっていわゆるプログ

ラミング言語としてコボルだの、Ｃ＋＋だのＢ

ＡＳＩＣなど、なんかそういうのをそうやって

私はその単位落としたんですけど。要はそうい

う時代でしたんでまあそうだったわけですよ。

だけどその後に例えばアップルがマック出した

り、グラフィカルユーザインタフェースが導入

されてブラックボックスみたいなプログラムを

読んでｇｏｔｏだのなんかそんなコマンドを入

力したりする七面倒くださいことはいらなくな

ったんですね。みんな喜んだ僕らの世代は。み

んなあのアップルのマックを買ってという時代

だったんです。それが何か知らないけど、最近

数年前ですけど、二三年前ぐらいから小学校か

らプログラミングが教育科目に導入されるとか

っていう話を聞いて、ばかじゃないのってちょ

っと僕思ったんですよ。いるそれ。せっかく文

字で済ませられるようになったのに、プログラ

ミングなんかいるかい、ていうのが正直な感想

で、さっきのＳＴＥＭとかＳＴＲＥＡＭの中に

プログラミングなんか入ってないじゃないです

か。もう入らないよね。そういう人はここに居

て、その人がやってくれればいい仕事であって、

それって全然ＩＣＴとは関係ないんだけどなっ

ていう風に思ったんですけどその辺はいかがで
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しょうか。 

 

髙宮氏： ご指摘の通りで、プロラミングについて

はですね、何か課題解決したいと。その時に使

うツールではあるので、それを最初からやる必

要あるかって言うとえと疑問視される方が多い

です。特に私の周りで言うと人工知能をやって

るような人たちはまあ言語ってどんどんどんど

ん流行りは変わっていくので、それをやる必要

があるのっていう意見は多いです。それよりも

数学が大事それから物理がないしこれは人工知

能の関係者が共通して言うことですね。結局あ

る現象をモデル化するのが物理なんですけども、

実はＡＩはこれ非常に苦手なんです。そういう

力をやっぱりそういう人達は見ているというこ

とで、プログラミングについてはっていうのは

あります。一方で、プログラミングを色んな人

にやらせたい人たちって時々天才一人見つかる

と。天才一人見つかるとゲーム会社とかめちゃ

くちゃ儲かるので、とにかくそのために投網を

かけたいっていう実業的な部分とただ学問的に

ちゃんとやる人たちはそれは別に後でもいくら

でもできるんでそれよりは数学とか物理とか考

え方をしっかりした方がいいですよっていう考

え方ですね。なので、今のこの時代だから全員

がプログラミングみたいなことでみんなにヨー

イドンでやらせるっていうのはちょっと違うん

じゃないかな？っていうのが僕の考え方なんで

すがいかがでしょう。 

 

黒木委員： よく分かりましたって言うよりも、い

や同感です。ということですね。以上です。あ

りがとうございます。 

 

宮下市長： まあ現場のプログラミングっていうの

は、どちらかと言うとコンピュータのと言うよ

りはむしろ論理思考のあのプロセスをこうやっ

ていくっていうことに尽きているので、まそう

いうもんなのかなっていう風に私自身は考えて

います。 

   じゃあ長岡さんよろしくお願いいたします。 

 

長岡委員： 長岡と申します。本日はありがとうご

ざいました。あの感想なんですけれども、私は

１９７５年生まれなんですけれども、自分自身

の受験をしていた当時の常識と今の受験を取り

巻く常識とのギャップに大変驚きました。やは

り自分の常識を子供に当てはめてはいけないん

だな。特に受験に関するっていうところは。胸

に胸が痛いえそんなこう感想をいただきました。 
   私から一つ質問なんですけれども。大変虫の

良い質問かもしれないですけれども、やはり地

方においては、社会経済的地位と言うらしいん

ですが、ソーシャルエコノミックステータスが

低い家庭がどうしても多い、比率的に多いとい

う風に感じています。そういう中でこのＳＮＳ

が恵まれていない子供が東大に合格するために、

親はまず何が一番必要なのか。そして、お子さ

んは何が一番必要なのかということをもしお答

えいただければ大変ありがたく思いますよろし

くお願いします。 

 

髙宮氏： あの塾の立場でこれを言うのはあれなん

ですけども、自分で勉強する力が付けられるか

どうかってのはとても大きくてですね、世の中

に塾に通わずに東大京大に受かっている人達が

いて、おしなべて自分で勉強ができるんですよ。

できなきゃ受からないんで。例えばですね通信

教材だけで受かる人って僕は非常に何人かあっ

たことがあるんですが優秀なんですよ。それ自

分でペースメイキングできるっていうこともそ

うだし、答えを見た時に模範解答見た時に、じ

ゃ俺はこれをこう直せばそれに近づくだなって

いうことができる力だと思うんですね。すいま

せんあの近くに新しいサービスを出している仲

間がいるんで言いたくないんですけど、我々の

記述式の問題をＡＩで採点するっていうサービ

スをスタートしたんですね。学校の先生も、あ

これ採点するの面倒くさかったからありがとう

ねって言われるんですけど、それって機械がや
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っちゃってここ間違ってるよって教えちゃって

いいのかなって、実は疑問に思ってるんですね。

というのは自分が書いた答案と模範解答を見て、

これだったらこのぐらいは合ってるんだなあと

か、ここを直せばもう少しいい点数になるんだ

なっていうことを自分でやるから力がつく訳で、

そういうことができるようにしてあげると非常

にそういう意味では受験対策のコストは安くな

る。例えばですね、漢字を小学校低学年で学び

ました。何かを書き取りして、最初は親が丸付

けしてあげなきゃいけないと思うんですけど、

答えを見て自分で丸付けできるようになったら

これ非常に強い。今はそれをＡＩがやってあげ

ます。タブレットに感じ書いたら○×点けてあ

げますよ。それをやり続けると自分で間違いを

見つけて、修正するっていう力がどんどん弱く

なるんじゃないかって非常に怖いです。逆に言

うとそういうことを簡単なところから少しずつ

積み上げていって、直していく力が付いていけ

ば非常に有利になるんじゃないかなという風に

思います。そういう子たちだけになっちゃうと

塾予備校って潰れちゃうんでこの話はあんまり

外ではしたくないんですけども。すいませんご

質問には多分そうお答えするのがいいかなと思

いました以上でございます。 
 

長岡委員： はい、ありがとうございました。親と

しては、前の陰山先生のお話の中にもあったん

ですけど、東大に行きたいと子供が言ったら先

生どうすればいいですかっていう質問に対して、

行けるから東大受けなよと親がこう言ってあげ

ることが大事だという風にお話がありました。

やはり親も常識とかですねどうせやっても東大

に入れないっていうような先入観を無くして、

とにかく、子供のそういった力を培っていくた

めの支えになればいいのかなというふうに思い

ました。 

 

宮下市長： お答えありがとうございました。本題

とは逸れますが、長岡さん何年生まれですか。 

 

長岡委員： １９７０年、昭和５５年生まれ。 
宮下市長： あの長岡さんは早稲田卒です。髙宮さ

ん慶応卒。先ほどの黒木委員は東大卒です。 

   本論とは関係ありませんがご紹介申し上げま

した。 

納谷委員お願いします。 

 

納谷委員： 先生、今日は本当にありがとうござい

ました。私は保護者という立場で今教育委員を

やらせていただいているので、このモヤモヤと

答えが待てないという保護者の一人でもありま

して、あの子供がこう勉強したりとかしている

時もその早く答えを出すように出すようにって

どうしても急かしてしまったりっていうのがあ

りまして、こういうあのご講演いただくといつ

もあの反省しきりであの終わるっていうパター

ンが多くて。私もちょっと年がばれてしまいま

すが団塊ジュニアの世代でありまして、保護者

という立場で中学生と高校卒業した子供がいて、

あのまさにまさかり高校がが始まった時に子供

もお世話になりまして、その時にあの子供の方

に感想を聞いたら、やはりその学校の授業は学

校の授業でもちろん素晴らしいですけれども、

学校の授業では受けられないえ授業というもの

をすごく新しい刺激をもらったっていう風にあ

の言っておりました。なので、ここでは受けら

れない体験できないことをその出来るっていう

そのチャンスを子供達が受けられるというか与

えられるというものを今むつ市ががあの市長は

じめ一生懸命こうやってくださっているまた先

生にもご協力いただいているっていうことにと

ても感謝をしております。 
   冒頭で、８０人の学校が小さいから大きいか

っていうお話をされていましたけれども、むつ

市の場合あの大規模後も勿論あるんですけども

あの複式で行っているようなあの本当に小規模

な学校もありまして、その子供達は本当に９年

間ずっと基本的には同じメンバーでずっと授業

を受けまたテストを受けていくっていう形を取
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っています。私が住んでいるところもあのどち

らかと言うと、小規模というか１学年に１クラ

スの学校なので本当に９年間ずっと同じメンバ

ーで授業試験を受けていくその子達がその高校

受験、最初の受験が大体高校受験になるので、

高校受験を迎えた時にいきなりいつもは２０人

３０人また２人３人の中で試験を受けているの

に、高校に出向いていって受験をする時にいき

なり１００人２００人の中で試験を受けるって

いう、ただその受験というものに対しての緊張

もありながらのもっとたくさんの人数の中で受

けなければならないというプレッシャーとかそ

ういうものを感じながら子どもたちが体験をし

ていくというかでまた大学受験になるともっと

それがさらに倍三倍四倍の人数の中で受けてい

くっていうそのところがやっぱりこの地方の子

どもたちとやっぱり都市圏の子どもたちの違い

っていうのがあると思います。塾もむつ市内で

あれば塾あるんですけれども、やっぱりちょっ

と外れたところだと全員が全員その塾に通って

勉強するという環境でもないので、なかなかそ

の外からの刺激を受けながらの勉強ができない

っていうところもあって、あのまさかり高校は

高校生をやってるんですけど、また、これもい

つも市長の方にもお願いばっかりなんですけれ

ども、出来ればその小学校とか中学校にもその

学校の先生ではない、新しい刺激っていうのを

子供達にこう日々与えていただけたら非常にあ

りがたいなっていう風に思っています。 
   質問というかなんですけども、ちょっと話は

違うんですが先ほどあのタブレットとかで今子

供達すぐもうタブレットで何でもやっぱりあの

検索もできますし、答えもそれこそ導き出され

る状態で今言って、もう本当に親の私達よりも

色んなことを知っていてで分からないとすぐこ

う調べてっていう風になるんですけれど、自分

のやっぱり時代としてはその英語の単語を調べ

るのにも英語の辞書の紙を開いてこう見ててそ

の前後をまた読みながら色々こう知識をつけて

いくってどうしてもそういう環境でいたのでな

かなかその自分も今タブレットとかそのインタ

ーネットを使って検索することが多いんですけ

ども、その勉強においてそういう紙の媒体上で

のその勉強とそのネットとかの環境でのその勉

強っていうのを両方やった方が進めていった方

がいいのか？今の時代そのインターネットとか

の検索ですぐこう見れる状況なのでやっぱり子

供達にとってどちらの方を進めていったらいい

のかということをちょっとお伺いしたいんです

けれども。 

 

髙宮氏： あの英語の単語の意味を検索すると、ば

っと出てくるんですけど、結構ですね、違う順

番で出てくることがあって、それを選ぶ力を付

けないと多分誤ったというか使い方が違うもの

をピックアップしてしまうんじゃないかなと思

うんですね。その紙の場合は情報がしっかりや

って一、二、三、四意味がたくさん出ているの

でどの意味かなってやるんですけど、インター

ネットで検索しちゃうと最初は一番多いやつが、

ぱっと出るってそれ以外のことは背景が出てこ

ないんで。そういう意味では紙の情報量のある

ものと両方使えるようにしておいた方がいいな

とは思います。あの娘のためにちょっと単語帳

を作ることがあるんですけど、あれ何だっけこ

の単語って引いた時に、結構例えばある辞書の

単語だとこれが出てくるのでこちらとこうだよ

ねって違うケースが多くてで、それが実は学年

が低い抽象度の高い単語ほど物理用語入れたら

なんだって同じ単語一日対応してるで戻ってく

るんですけど凄い幅の広い子供達が使う単語の

方がどう訳すかって場面によって全然違ってく

ることがあるんで、そこの特選を分かって使わ

せることが大事かなという風に思います。すい

ません英語の専門ではないんですよね。あの普

段の生活ではそういうことを感じております。 

 

宮下市長： あの小中学校のそのまさかり高校の

ような取り組みについてはですね、実はあの

ちょっと一回初めて今中断している事業があ
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るので、ご紹介申し上げたいんですが、まさ

かり寺子屋という事業を二年前ですかねコロ

ナになる前の年に初めて、これどういう事業

かって言うとま夏休みにこっち涼しいので、

今、東京大学と連携協定を結んでいまして、

その運動部の人たちにこっちで合宿してもら

って、合宿は昼の間で、夜はその子供達に勉

強教えてもらうプログラムっていうのを構築

しようとしていたんです。まあそのパイロッ

ト事業で応援団応援部が来ていただいて、応

援部の子どもたちに、その小学生中学生も来

ましたかねあの時は．勉強教えてもらったっ

ていうことはあって。実は、去年から本当は

ですね野球部の合宿があの決まっていたんで

すね。ところがその野球部の合宿決まってた

んですけどやっぱりなかなかちょっと受け入

れ体制もコロナでできなくて、あの二年連続

でちょっと難しいっていう状況になってまし

て。来年こそはですねお招きをしてで子供達

に勉強教えてもらうで更に一回やってもその

時はぐっと熱上がっても続かないこともあり

ますので、オンラインなんかでもやり取りで

きる環境を作って、小学校の高学年ぐらいか

ら中学生までもターゲットにしてですね、ま

さかり寺子屋という形でまさかり高校を広げ

ていきたいなっていう構想だけは今あります

ので、そこはちょっとあのこの中継見ていた

だいている方々にもお知らせをしたいと思い

ます以上です。 

   じゃあ教育長お願いします。 

 

阿部教育長：  今日は本当にありがとうございま

した。学ぶところが多く、そして勇気づけられ

るご講演でした本当にあの感謝をしております。 

   高大接続の話がありましたが、試験ですけれ

ども改善するんであれば入りやすくて卒業しに

くい。そんな欧米スタイルの学校にしてしまえ

ば一番簡単なのではないのかなと考えています。

そしてご自身のお話に今日ありましたように受

験学力をどう捉えるかという質問に対する問い

が決して詰め込みを目的としてはいない。そう

理解することができました。これもとても意を

強くしました。我々が求めるものは瞬間最大学

力ではないですよね。知識ではなくてどう考え

て何ができるかそんな人間にしていきたいそう

考えていますので本当にそうだよな頷きながら

聞かせていただいておりました。実は学校にい

る時に実は中学校の教員なんですけれども、定

期試験の時に必ず記述式の問題を作ってもらっ

ていました。そして、今からえーと平成２９年

ですかね。あの高大接続で記述式の問題が国語

と数学に問われる。そして、英語は四技能問わ

れる。そういうようなことがぶち上げられた時

にじゃあそれに対応するために高校の先生方を

まあ高校の校長先生方を訪問させていただいて、

うちの学校は記述式の問題やってるんだけれど

も、これはこれからの対策ではないんだけれど

も、子供の力を育てるために数を増やしたりあ

るいは分類を多くして配転を高めることと、そ

して採点基準をしっかり作ってくれるこのこと

をさせ方にお願いしようと考えている。ただこ

の自分の学校の取り組みが高校に入ってからの

高校の指導と齟齬があっては子供のプラスにな

らないのでどうでしょうかって聞いて廻ったこ

とがあります。いいんじゃないのそれで。続け

なさい。っていう風にしてまそんなことやって

いたん？ですけれどもこの記述に関する質問が

実は最後に一つあるんですけれど、その前にあ

の本当にあの記述式の問題っていうのは大事だ

し、それを鍛えるためには、そこまでは出来な

かったんですけれども、指導者の側がしっかり

添削をして、子供に説明をしなければならない

子供が書いたものを読み取った上で、子どもが

納得できるような解をを示してそして子供を育

てていかなければならない。そして、それを聞

く子供ができる子供が育てば子供達どうしてそ

うしたその指導が可能になるそんなようなもの

が本当の学力に繋がるんじゃないのかなと考え

ていたことがありました。実は私この地区では

三十八年中学校の教員やっているんですけれど
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も、子供達は本当に一生懸命で頑張ります素晴

らしい可能性を持っていると思います。そうい

う子供達に我々が何ができるかと言うと、将来

を見据える力だったり、普段見ることができな

い環境を示してあげる。そんな風に未来に向か

ってあるいは他の地域を見るそんな広い視野を

与えることではないのかなと思っています。広

い視野を与えることができれば、子供達ももっ

と努力するようになるのではないのかな。もっ

ともっと先ほどプレッシャーというご発言でし

たけれども、子供達を鍛えることができるので

はないのかな。そんな風なことを考えています。

実はこの地区の教員も本当に一生懸命頑張って

います。それが先程申し上げた子どもたちの姿

に結実しているんですけれども、もっともっと

伸びしろがあると思うし、そして自分の校舎だ

けではなく、卒業後の子供達のことを、慮れば、

もっともっとやるべきことが見えてくると思う

のでそういう形で先生方と共に頑張っていきた

いなと考えているところです。 

   最後に質問ですが先程申し上げましたように

記述式の添削、これは非常に大事なのではない

のかな。読めなければ書けなければ聞いて分か

るように話をすることもできないのでそのよう

に考えているのですけれども、そちらさんがあ

の指導にあたって記述式だけではないですけれ

ども指導のフィードバックについて、子供達に

対して対する時どんなことに力点を置いてどん

なことを考えていらっしゃるのかま簡単にお聞

かせ流ればありがたいです。 

 

髙宮氏： あの今回記述式の試験の導入が見送られ

たのは幾つかの理由はあるんですけども、途中

で自己矛盾に陥った部分があるんですね。採点

する業者さんはトレーニングした人を使います。

で、結局これ質問には答えなかったのですが大

学生のアルバイトを使うってことなんですよ。

そんなことできるんですかってって言われたん

ですけど、一方で今の入試の仕組みだと自己採

点をして自分は何点ぐらい取ったかをもとに質

問をするので、受験生はその採点基準表を見て

採点できない。受験生自身が今日見て採点でき

るんだったら本当は大学生のアルバイトででき

なきゃおかしいんです。でもこっちで自己採点

できるようにって言いながら、こっちにはそう

じゃないってことを言って話がもう空中分裂に

してしまったということがあったんですね。あ

の質問の答えに対してはあのやっぱりレベルに

よってそこは変わってくるのでえーとま東大の

記述式のための添削とまずその文章を読んで読

み手のがこういう意味だと理解できるレベルの

ものなのかで、やっぱり随分レイヤはあるんだ

ろうなという風に思いますけど。今、その東大

を受けるようなこたつの中でもやっぱり課題に

なってるのは、キーワードを並べるだけという

のが多くなって、これ実は人工知能的な書き方

と我々呼んでるんですけど、人工知能ってなん

となくこの辺が出た的になんか重なってるから

これ回答でもらってんじゃないのみたいな感じ

でキーワード並べるんですけど、そこは今の受

験生もそれが多くなりつつあります。そういう

意味でそこを論理的にこう書くんだよっていう

指導が多分、少なくとも大学受験レベルでは求

められていいのかなと思うのでまあそこはやは

り人間じゃないと使用できないですよね。って

いうのが我々のスタンスでありますけども以上

です。 

 

阿部教育長： はい分かりました。大変ありがとう

ございました。 

 

宮下市長： 今日は、時間もだいぶオーバーしまし

たが、多岐にわたる質問にも答えていただいて

ありがとうございます。実はその高大接続って

いう文脈かどうかはさておき来年からですねむ

つ市も青森大学のキャンパスがオープンします。

でこれ地域にとって初めての４年制大学という

ことになります。多様性の保障っていう部分で

いくと、昨年短大のキャンパスがオープンして、

現場もう３０人、４０人の学生が行っています。
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今回また青森大学さんがキャンパスをオープン

してくれるので、まあそういう意味ではトータ

ルでいくと、４年経つということですかね百名

以上の大学生短大生がこの地で学ぶことになる

という部分でいくとまあ私たちの地域も多様性

を多少ではありますがやっぱり保証しつつある。

青森大学さんのキャンパスが優れているのはむ

つのキャンパスも青森市のキャンパスも東京に

もキャンパスがあってまそれぞれをこう行き来

できるっていうことがこれありだ。ということ

でま非常にそういう部分でもまこれからむつ市

と一緒にいい取り組みができるのかなっていう

風に思っています。所得の問題もありましたが

今は結構その消費税を財源として、ですねえ学

費を全額免除するですとかそういった、様々な

所得保障っていうか補助制度があるようですの

でそういった観点からもむつ市の子供達にも大

きくチャンスがこう広がっているということだ

と？理解してます。そんな中で全然関係ない話

ですけど高校が二つを一つにするとかまはっき

り言って論外なあの高校再編の議論もあったり

するんですがまそれはさておきですね。今日や

っぱり私の一番の学びは、やっぱり多様性って

いう言葉、先程の話を聞くとキーワードがやは

り地域にとって非常に重要だなということは改

めてあの感じてえおりまして、そういう意味で

は、今日の様々なキーワードいただいた言葉も

ですねえしっかりと我々の今後の教育大綱に反

映していきたいという風に考えておりますので、

そのことを改めて高宮さんにお伝えをさせてい

ただきたいと思います。 

   今日の最後にあの一言我々に対して激励のメ

ッセージをいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

髙宮氏： ありがとうございます。教育ってサイエ

ンスとアートの部分があると思っていてですね。

こういう仕組みだとこういう成果が出やすいと

か、ころこうなるっていう部分と、一方で一人

ひとりの子どもたち違うので同じプログラム同

じカリキュラムでも伸び方も違うし出る結果も

違うという風に思っています。先ほどこの人は

何年生まれの何大学卒ですでそういうことを聞

くとなるほどこういう感じかなこう今までの経

験から予想できる部分と、一方でそれではこう

割り切れないステレオタイプじゃない部分でも

当然あって、その教育というのはあの全体の仕

組みがしっかりしていないと駄目ですし、一方

で仕組みだけでは対応しきれるものではないの

で、是非、サイエンスであり、アートであり、

アートであるという意味は、一人一人がユニー

クであるということ、サイエンスということは

こういう条件にすればこういう結果になるとい

う因果関係この二つのバランスかなと思ってお

りますので、その中で私共のお手伝いできるこ

とがあれば、また引き続きお声がけいただけれ

ばなと思っております。今日は本当にあの貴重

な機会をいただきまして、ありがとうございま

したこれからもよろしくお願いいたします。 

 

宮下市長： ありがとうございました。 

 

事務局： 髙宮先生大変ありがとうございました。

長時間ありがとうございました。 

   ディスカッションを終了させていただきます。 

   これを持ちまして第１７回むつ市総合教育会

議を終了させていただきます。なお、本日の協

議内容経過については、要点をまとめたうえむ

つ市公式ホームページ公表することといたしま

すのでご了承願います。本日は皆様ありがとう

ございました。髙宮先生ありがとうございまし

た。 

 


